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未知に挑む ー私の卒業研究①

非温熱作用を目的とした超音波療法とスタティック・
ストレッチングの併用による柔軟性改善効果の検証

　 評価実習 　 総合実習
3年次までの実習は回復期病棟でしたが、ここで初めて急性期の患者さん

を担当。手術直後で刻 と々変化する患者さんの状態を瞬時に把握し、今

必要な治療を選択する方法を指導され、臨床能力の高まりを感じました。

1年次の「見学実習」とは異なり、患者と治療者という関係づくりを経験す

る最初の実習です。検査をする際にどんなリスクがあるのかを知っておくこ

とは重要で、コミュニケーションの大切さを身をもって知りました。

温熱作用を目的とした超音波療法には柔軟性改善の効果がありますが、術後早期などの

場合は温熱による炎症悪化のリスクがあります。私は、温熱作用を目的としない超音波療

法とスタティック（静的）ストレッチングの併用による加算効果の検証に挑みました。被験

者を、①非温熱単独、②ストレッチング単独、③両者併用の3群に分けて実験した結果、

③の改善効果は認められたものの、①②との有意差は残念ながら認められませんでした。 理学療法の治療で広く行われるストレッチングに興味が

あり、松尾研究室に所属。先行研究の英語論文を読ん

で理解を深め、先生と相談してテーマを設定しました。期

待していた実験結果は得られませんでしたが、研究手法

を身につけることができました。就職先の大学病院でも、

臨床に応用できる研究に取り組みたいと思います。

横田 隆晟さん

2023年3月卒業　愛知県／日本福祉大学付属高等学校 出身

就職先：名古屋大学医学部附属病院

子どもが好きな私は、小児理学療法が学べる藤田研究

室を選びました。先生からご紹介いただいたご家族にイ

ンタビュー調査を行い、録音した談話を文字に起こして

SCATという手法で解析しました。被験者数の少なさなど

反省点も多いですが、子が前向きな感情を持つと親も

前向きになるという発見があったことはうれしい結果です。

安東 莉子さん

2023年3月卒業　長野県／飯田風越高等学校 出身

就職先：社会医療法人 栗山会 飯田病院

松尾真吾研究室

私を変えた科目

　 解剖学／解剖学実習 　 実習前指導
各実習に先立って受講する準備科目。後半には臨床能力試験（OSCE）

があり、合格しなければ実習ができません。学年が上がるにつれて要求も

高度化しますが、「臨床現場に行くんだ」という気持ちも高まる試験です。

1年次の基礎医学系の授業は初めて学ぶことばかりで大変ですが、新し

い知識に出合う楽しさも味わえます。3年次の実習先で患者さんへのスト

レッチを指示された際、筋や骨格に関する知識の大切さが身にしみました。

私を変えた科目

未知に挑む ー私の卒業研究②

福山型先天性筋ジストロフィーをもつ児に対する
電動移動機器の1年間の使用における
養育者のもつ主観的な変化について

重い運動障害のある子が電動移動機器（車いす）を用いることで、本人と養育者（親）の

感情がどのように変化するかを、調査しました。障害が判明した頃にはわが子の将来への

不安があった親でしたが、機器導入により自力移動への期待が芽生えました。さらに自宅

から療育施設へ移る頃には操作習熟への疑念が湧くなど、否定的感情と肯定的感情が

交互に表れることが判明。また子と親の感情変化には相互関係があることもわかりました。

大学で学んだ知識はすぐに古びていきます。

進歩の激しい医療現場で長く活躍するには、

常に最新の知識や技術を探求する姿勢が欠

かせません。本専攻では3年次に研究室に所

属して研究活動を開始。講義科目の大半と

臨床実習を3年次に終え、4年次からは研究

活動に集中することにより、高度な研究能力

と実践力を身につけます。

藤田ひとみ研究室
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1年次 2年次 3年次 4年次

名古屋大学医学部附属病院／名古屋市立大学病院／愛知医科大学病院／浜松医科大学医学部附属病院／半田市立半田病院／
知多厚生病院／名古屋第二赤十字病院／常滑市民病院／刈谷豊田総合病院／一宮市立市民病院／蒲郡市民病院／小牧市民病院
／掛川市・袋井市病院企業団立 中東遠総合医療センター／公立丹南病院／高岡市民病院／あいち小児保健医療総合センター／市立
伊勢総合病院／主体会病院／名古屋市立大学医学部附属東部医療センター／四日市羽津医療センター／静岡県立こども病院 など

主な実習先

●基礎演習Ⅰ・Ⅱ
◎国際コミュニケーションⅠ・Ⅱ
心理学
社会学
経済学
憲法
倫理学
◎健康科学概論
自然科学概論

◎統計学演習
◎情報処理演習
スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ
こころとからだ
福祉社会入門
ヒューマンケアのための
　多職種連携
●人間関係とコミュニケーション

●臨床心理学
●小児科学
●老年学
●病理学
●整形外科学
●内科学
●臨床神経科学
●精神科学
●栄養学
●医学英語Ⅰ・Ⅱ
●疼痛医学

●地域包括ケアシステム論
●人間発達学
●リハビリテーション概論
●生理学Ⅰ・Ⅱ
●解剖学Ⅰ・Ⅱ
●医学概論
生化学
●解剖学実習
●生理学実習

●救急医学
●薬理学
●公衆衛生学

●理学療法学概論
●基礎運動学
●運動療法学Ⅰ
●運動療法学Ⅰ実習
●応用運動学
●理学療法評価学Ⅰ
●理学療法評価学Ⅰ実習
●見学実習前指導

障害者福祉論
●運動療法学Ⅱ
●物理療法学
●物理療法学実習 
●日常生活活動学
●日常生活活動学実習
●理学療法評価学Ⅱ
●理学療法評価学Ⅱ実習
●運動学実習
●運動器理学療法学
●運動器理学療法学実習
●義肢装具学
●義肢装具学実習
●機能障害科学
●評価実習前指導

　：「私を変えた科目」（80ページ）　●：必修科目　◎：全員必修科目
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最先端の医療現場で実践的に学ぶ

ターミナルケア
福祉住環境計画
リハビリテーション工学
●統合理学療法学
●総合実習後指導
医療統計学

●理学療法学研究Ⅱ・Ⅲ

●理学療法学特論
がん理学療法学
ヘルスプロモーション

●見学実習 ●評価実習 ●総合実習
●地域理学療法学実習

●高齢者理学療法学
●小児理学療法学
●内部障害理学療法学
●内部障害理学療法学実習
●神経系理学療法学
●神経系理学療法学実習
●地域理学療法学
●総合実習前指導
●理学療法管理学

●理学療法学研究Ⅰ

●前庭リハビリテーション
●スポーツ理学療法学

★最新トピックス科目

質の高い研究に集中できるカリキュラムを導入
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学生の卒業研究テーマ

・温熱刺激はステロイド受容体の核移行を阻害することで
 ステロイド誘発性の骨格筋萎縮を抑制する

・経皮的末梢神経電気刺激療法の鎮痛効果と作用機序についての検討

・パーカッシブ・マッサージにおける実施時間の違いが柔軟性および筋力に及ぼす影響

・足底部チップが下肢機能および姿勢制御に与える影響について

・福山型先天性筋ジストロフィーをもつ児に対する電動移動機器の使用が発達に及ぼす影響

・股関節屈曲角度の変化がDynamic Valgus Angleに及ぼす影響－ジャンプ着地動作に着目して－

079 080




